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地地
域域
でで
市市
民民
にに
アア
ピピ
ーー
ルル
行行
動動

公公
共共
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
もも
っっ
とと
投投
資資
をを
！！

※
2
0
2
3
春
闘
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
作
品

自治労は2023春闘の全国統一行動として、「公共サー
ビスにもっと投資を！」キャンペーンの地域アピール
行動を3月10日に設定し、展開している。各県本部で
は連合や公務労協などと連携したアピール行動や独自
の広告掲載、本部作成のアピール動画の上映などを通
じて公共サービスの重要性を多くの市民に訴えてい
る。キャンペーンには一年を通して本部、県本部、単
組が取り組むこととしており、4月以降も引き続き行
動を展開する予定だ。

4
月
13
日
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
に
む
け
た
地
方
自

治
法
改
正
を
求
め
る
最
終
ス
テ
ー

ジ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
会
傍

聴
行
動
を
実
施
し
、
臨
時
・
非
常

勤
等
職
員
全
国
協
議
会
な
ど
か
ら

10
人
が
参
加
し
た
。

◇

◇

◇

こ
の
日
の
傍
聴
は
衆
議
院
総
務

委
員
会
。
法
案
に
対
し
、
石
川
香

織
衆
議
院
議
員
（
自
治
労
政
策
協

力
議
員
）
は
、「
勤
勉
手
当
支
給

を
可
能
と
す
る
法
改
正
後
の
適
切

な
財
政
措
置
が
必
要
」「
勤
勉
手

当
の
支
給
に
伴
う
給
与
等
の
減
額

は
本
末
転
倒
。
適
切
な
処
遇
の
改

善
に
つ
い
て
各
自
治
体
へ
念
押
し

を
」「
常
勤
職
員
と
同
月
数
の
支

給
、
勤
務
時
間
の
設
定
な
ど
不
適

切
な
任
用
の
是
正
を
求
め
る
」
な

ど
と
質
し
た
。

◇

◇

◇

こ
れ
に
対
し
松
本
剛
明
総
務
大

臣
は
、「
支
給
に
む
け
今
後
各
自

治
体
に
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
地
方
財
政
措
置
を
し
っ
か

り
と
検
討
す
る
」「
め
ざ
す
方
向

は
処
遇
の
改
善
。
制
度
の
趣
旨
に

沿
っ
た
運
用
と
な
る
よ
う
、
改
め

て
助
言
等
を
行
い
、
処
遇
の
改
善

が
は
か
ら
れ
る
よ
う
し
っ

か
り
取
り
組
む
」
な
ど
と

し
た
。

さ
ら
に
総
務
省
は
、「
常

勤
職
員
と
の
権
衡
を
踏
ま
え
、
そ

の
支
給
月
数
を
基
礎
と
し
て
勤
務

実
績
等
を
考
慮
の
上
支
給
す
る
こ

と
が
適
当
」「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
自
体
を
目
的
に
、
フ
ル

タ
イ
ム
よ
り
わ
ず
か
に
短
く
勤
務

時
間
を
設
定
す
る
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
。
実
態
を
丁
寧
に
把
握

し
、
適
正
な
任
用
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
む
」
な
ど
と
答
弁
し

た
。今

後
、
参
議
院
で
の
傍
聴
行
動

な
ど
も
実
施
し
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
。

連
合
は
、
4
月
5
日
に
2
0
2
3
春
季
生

活
闘
争
4
・
5
中
小
組
合
支
援
共
闘
推
進
集

会
を
開
き
、
春
闘
第
3
回
回
答
集
計
結
果
を

報
告
。
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
中
小
民
間
の

ヤ
マ
場
に
む
け
、
民
間
大
手
の
賃
金
引
き
上

げ
を
波
及
さ
せ
る
決
意
を
確
認
し
た
。

集
会
の
報
告
で
は
、
第
3
回
回
答
集
計

（
4
月
3
日
17
時
時
点
）
で
の
賃
上
げ
回
答

結
果
が
平
均
賃
金
方
式
で
1
万
1
1
1
4
円

（
3
・
70
％
）
と
、
2
0
1
3
年
以
降
で
最

も
高
く
な
っ
て
い
る
。
3
0
0
人
未
満
の
中

小
で
も
8
5
5
4
円
（
3
・
42
％
）
の
回
答

と
な
り
、
こ
れ
も
2
0
1
3
年
以
降
で
最
も

高
い
（
左
の
グ
ラ
フ
と
図
表
参
照
）。

中
小
企
業
も
含
め
た
民
間
賃
金
水
準
は
、

人
事
院
勧
告
の
官
民
較
差
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
自
治
労
も
連
合
に
結
集
し
て
闘
争

を
強
め
て
い
く
。

会会計計年年度度
任任用用職職員員連合 第3回回答集計 過

去
最
高
の
賃
上
げ
回
答

中
小
民
間
へ
の
波
及
め
ざ
す

■第3回回答集計の推移 「
勤
勉
手
当
支
給
」へ

衆
議
院
総
務
委
員
会
で
傍
聴

総
務

大
臣「
め
ざ
す
方
向
は
処
遇
改
善
」

■2023春闘賃上げ
（月例賃金／平均賃金方式）

連 合
2023春闘

2023回答（2023年4月5日公表）
定昇相当込み賃上げ計

率

3．70％

3．42％

3．01％

3．53％

3．72％

3．62％

3．74％

額

11，114円

8，554円

7，012円

9，030円

11，325円

10，015円

11，559円

集計組合数
集計組合員数
2，484組合
2，262，647人
1，528組合
164，659人
827組合
37，619人
701組合
127，040人
956組合

2，097，988人
573組合
315，864人
383組合

1，782，124人

平均賃金方式

300人未満 計

～99人

100～299人

300人以上 計

300～999人

1，000人～

東京都本部は3月10日と22日に秋
葉原駅前などで街頭行動を実施。
スクリーンを設置してアピール動
画を上映した

「あたりまえ」が
「あたりまえ」で
なくなる前に※

愛知県本部は3月10日、金山総合駅前で
マスクとあわせてビラを配布

北海道本部は2月25日、札
幌市内で連合北海道と連携
して街頭行動。非正規労働
者の処遇改善を訴えた

このほかの活動内
容や今後の行動予
定はHPに掲載し
ています

広島県本部は3月10日、
広島市内で連合広島の官
公部門の仲間とともに街
宣車からアピール

神奈川県本部は３月
１０日、神奈川

新聞の地域面に意見
広告を掲載。

４コマ漫画も使って
公共サービス

の充実を訴えた

ご意見
フォーム

2023春闘

自治労HP

・・・・2023年4月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2341号（１）



新
規
採
用
者
の
加
入
に
む
け
て

新入職員を職場に迎える春・4月。新しい仲
間に組合加入を呼びかける取り組みが始まっ
ている。ユース部員が中心となり、組合をわ
かりやすく紹介する動画を作成した埼玉県本
部の前原朝子委員長に話を聞いた。

2
月
25
日
、
北
海
道
札
幌
市
で
「
2

0
2
3
道
消
協
第
1
回
青
年
・
女
性
研

修
会
道
本
部
青
年
部
合
同
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
、
自
治
労
北
海
道
本
部
青

年
部
か
ら
16
人
、
北
海
道
消
防
職
員
協

議
会
（
道
消
協
）
※
青
年
女
性
部
か
ら

35
人
が
参
加
し
た
。

合
同
研
修
会
は
初
の
試
み
で
、
道
消

協
側
か
ら
の
提
案
で
実
現
。「
自
治
労

と
全
消
協
の
ユ
ー
ス
層
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
お
互
い

を
知
る
機
会
が
必
要
。
同
じ
自
治
体
で

働
く
仲
間
と
し
て
、
一
緒
に
何
か
を
考

え
て
み
よ
う
と
い
う
場
を
作
り
た
い
、

と
前
向
き
に
考
え
た
こ
と
が
発
端
」
と

道
消
協
青
年
女
性
部
代
表
の
梅
村
廣
太

さ
ん
。

◇

◇

◇
研
修
会
で

は
、
取
り
組

み
事
例
報
告

や
現
在
の
課

題
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
が

提
起
。
佐
藤

剛
道
本
部
青

年
部
長
は
、

「
賃
金
や
職

場
合
理
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対

し
青
年
が
声
を
あ
げ
て
い
る
。
生
活
や

職
場
の
不
満
・
不
安
は
一
人
で
は
解
決

で
き
な
い
。
仲
間
と
関
わ
る
こ
と
か

ら
、
一
緒
に
運
動
で
き
る
仲
間
を
増
や

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
を
用
い
、
青
年
層
な
ら
で
は
の

悩
み
や
、
お
互
い
の
勤
務
体
系
・
業
務

内
容
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
ま
た
、「
困
っ
て
い
る
仲
間
が
相

談
で
き
る
場
を
作
り
た
い
」「
自
分
の

職
場
だ
け
で
な
く
地
域
の
仲
間
と
も
つ

な
が
り
を
持
ち
た
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
思

統
一
し
た
。

最
後
に
、
佐
藤
青
年
部
長
は
「
私
た

ち
は
と
も
に
、
地
域
住
民
の
く
ら
し
を

支
え
、
地
域
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
果

た
し
て
い
る
」「
今
後
も
、
生
活
や
職

場
の
悩
み
や
不
満
を
率
直
に
討
論
し
、

お
互
い
に
理
解
を
深
め
あ
い
な
が
ら
協

力
し
あ
い
た
い
」
と
総
括
し
た
。

梅
村
青
年
女
性
部
代
表
は
、「
自
分

や
仲
間
が
感
じ
て
い
る
不
満
や
悩
み

は
、
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。『
自
分
た
ち
の
生
活
は
自
分

た
ち
で
守
る
。
み
ん
な
の
生
活
は
み
ん

な
で
守
る
』。
そ
の
た
め
に
も
今
回
の

研
修
で
得
た
こ
と
を
仲
間
と
共
有
し
て

ほ
し
い
」「
各
地
方
や
自
治
体
ご
と

に
、
同
じ
自
治
体
で
働
く
仲
間
と
し

て
、
今
後
も
両
者
が
よ
り
よ
い
関
係
を

築
い
て
い
く
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
研
修
の
目
標
達
成
と
い
え
る
」
と
ま

と
め
た
。

（
機
関
紙
『
自
治
労
北
海
道
』
2
0
2

3
年
3
月
11
日
号
よ
り
）

※
北
海
道
消
防
職
員
協
議
会
は
、

全
国
の
消
防
職
員
が
結
集
す
る
全

国
消
防
職
員
協
議
会
に
加
盟
す
る

北
海
道
の
各
単
位
協
議
会
で
構
成

地地域域発発

合同研修会を“初”開催 北海道本部

消防協青女部と交流、相互理解を深める

埼
玉
県
本
部
は
こ
の
3
月
、

新
入
職
員
に
わ
か
り
や
す
く
組

合
を
紹
介
し
加
入
を
呼
び
か
け

る
動
画
を
作
成
し
た
。

動
画
は
3
分
程
度
の
「
労
働

組
合
っ
て
何
で
す
か
」
と
題
し

た
も
の
が
メ
イ
ン
。
こ
の
ほ
か

に
単
組
紹
介
や
保
育
職
場
の
課

題
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

見
る
30
秒
〜
1
分
程
度
の
「
縦

動
画
」
が
7
本
あ
る
（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
視
聴
可
）。

作
成
し
た
動
画
は
Ｙ
o
u
Ｔ

u
b
e
上
で
一
般
公
開
さ
れ
、

誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

県
本
部
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

へ
の
投
稿
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
各

単
組
に
通
知
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
視
聴
を
呼
び
か
け
て
い

る
。県

本
部
の
新
採
対
策
会
議
で

「
動
画
を
作
ろ
う
」
と
い
う
話

が
出
た
の
は
2
0
2
2
年
の
初

夏
の
こ
ろ
。
本
部
の
「
事
業
促

進
交
付
金
」
を
原
資
に
10
月
か

ら
制
作
に
着
手
し
た
。
ユ
ー
ス

部
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、

伝
え
た
い
内
容
を
詰
め
、
専
門

業
者
と
一
緒
に
シ
ナ
リ
オ
を
作

成
し
た
。
出
演
者
も
ユ
ー
ス
部

メ
ン
バ
ー
が
担
っ
た
。

当
初
は
単
組
ご
と
に
撮
影
し

た
動
画
を
1
本
に
つ
な

ぎ
あ
わ
せ
る
構
想
だ
っ

た
が
、
長
い
も
の
は
好

ま
れ
な
い
と
考
え
、
若
者
に
人

気
の
あ
る
「
縦
動
画
」
と
し
、

個
々
別
々
の
も
の
と
し
た
こ
と

で
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
た
。

か

ぞ

加
須
市
職
は
4
月
4
日
、
昼

休
み
に
開
い
た
新
入
職
員
へ
の

組
合
加
入
説
明
会
で
こ
の
動
画

を
上
映
。
同
市
職
書
記
長
が
単

組
の
活
動
説
明
を
行
い
、
加
入

を
呼
び
か
け
た
。
加
須
市
職

は
、
埼
玉
県
本
部
の
新
採
対
策

重
点
単
組
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

中
断
が
あ
っ
た
た
め
、
組
合
説

明
会
は
3
年
ぶ
り
だ
。

「『
新
入
職
員
は
、
表
情
は

硬
か
っ
た
が
、
関
心
を
持
っ
て

動
画
を
見
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

説
明
も
よ
く
聞
い
て
く
れ
た
と

思
う
』
と
、
加
須
市
職
の
書
記

長
は
言
っ
て
い
た
」
と
、
前
原

委
員
長
は
話
す
。「
埼
玉
で
は

未
加
入
者
も
増
え
て
い
る
。

『
短
期
決
戦
』
の
新
採
加
入
と

未
加
入
対
策
の
年
間
を
通
し
た

取
り
組
み
を
進
め
た
い
」
と
語

る
。
動
画
が
、
新
入
職
員
の
加

入
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

本
部
の
「
事
業
促
進
交
付
金
」
を
新
採
対
策
に
活
用

わ
か
り
や
す
い
短
い
動
画
で

「
労
働
組
合
と
は
？
」を
紹
介
埼玉県本部

【埼玉】ようこそ自治労へ
～4月から働くあなたへ～

自
治
労
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
を
務

め
る
佐
川
光
晴
さ
ん
の
最
新
作
。
8
つ
の
物

語
が
全
体
で
1
つ
の
世
界
を
構
成
す
る
「
連

作
」
と
い
う
形
式
の
作
品
集
だ
。

こ
の
作
品
の
き
っ
か
け
は
、
佐
川
さ
ん
の

ご
自
宅
の
床
下
で
野
良
猫
が
4
匹
の
子
ど
も

を
産
ん
だ
こ
と
。
猫
を
飼
う
の
は
初
め
て

だ
っ
た
と
い
う
佐
川
さ
ん
ご
一
家
。
ひ
た
む

き
に
生
き
る
子
猫
た
ち
の
姿
が
、
み
ず
み
ず

し
い
作
品
を
生
み
出
す
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
与
え
て
く
れ
た
と
言
え
そ
う
だ
。

高
校
生
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
若

者
、
獣
医
師
、
不
動
産
会
社
の
経
営
者
…
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
人
生
が
、
猫
と
の
出

会
い
を
通
し
て
劇
的
に
展
開
す
る
。
そ
し
て

登
場
人
物
の
人
生
は
、
少
し
ず
つ
ど
こ
か
で

交
錯
し
あ
う
。

技
巧
的
で
あ
り
な
が
ら
、
嫌
味
の
な
い
伸

び
や
か
な
筆
致
が
、
実
に
佐
川
さ
ん
ら
し

い
。
命
の
尊
厳
。
自
分
ら
し
さ
を
貫
い
て
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
。
他
者
へ
の
思

い
や
り
。
読
む
者
は
、
こ
う
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
の
カ
バ
ー
の
イ
ラ
ス

ト
の
4
匹
の
猫
は
、
佐
川
さ
ん
宅
の

猫
が
モ
デ
ル
。
物
語
に
実
名
で
登
場

す
る
。

猫
が
く
れ
た
8
つ
の
命
の
物
語

「
猫
に
な
ら
っ
て
」

佐
川
光
晴

実業之日本社
1，925円

短い「縦動画」のひとコ
マ（右）／熊谷市役所で
の撮影風景。制作は、シ
ナリオ作成から撮影、編
集まで専門業者に発注。
撮影は本格的な機材を職
場に持ち込んでの大がか
りなものとなったが、手
間をかけた質の高い映像
が完成した（下）

加須市職の組合説明会。今年は、新
規採用者23人が入庁

自
治
労
北
海
道
本
部
の
佐
藤
青
年
部
長
（
写
真
下
左
）
と

北
海
道
消
防
職
員
協
議
会
の
梅
村
青
年
女
性
部
代
表
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